
Title センターだより　大阪大学大型計算機センターニュー
ス　第47号（Vol.12　№3）

Author(s)

Citation 大阪大学大型計算機センターニュース. 1982, 47, p.
1-30

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/65543

rights

Note

Osaka University Knowledge Archive : OUKAOsaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University



センターだより

センターの計算機システム機器構成について

昨年の暮から今年 5月にかけて、 ACOSシステム 900から同 1000への置換え作業を行いま

したが、それに付随した一連の機器の搬入作業も一段落し、ごく一部の機器を残すだけとなりまし

た。

センターニュース VOL.11 No. 3には、 機種更新当時のシステム構成を掲載してありますが、

一部追加した機種がありますので、ここに最新のシステム構成を掲載します。
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1. 中央装置

① 中央処理装置

演算処理装置 (EPU)とシステム制御装置 (SCU)から構成され、 EPUは主記憶装置

(MMU)から読み出した命令の実行および割り込み処理などを行う。 scuはEPUと入出力

装置とMMU間のインターフェイスパスを制御する。

中央処理装置仕様

型 名 I台数 性 能 等

N 7099-01 

(S 1000号ツレ2)

2
 

EPU4台

クロ ック・・・・・・・・・・・・・・・・・・38ns 

データ形式…•….... …・2進固定小数点

半精度 18ビット

短精度 36ビット

長精度 72ビット

10進固定小数点

可変長 最大 63桁

2進浮動小数点

短精度 指数部 8ビット

仮数部 28ビット

長精度 指数部 8ビット

仮数部 64ビット

拡長精度指数部 8ビット

仮数部 124ビット

文字ストリング

可変長 最大 1MB 

ビットストリング

可変長 最大 1MB 

M I PS ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15/ EPU 

統合アレイプロセッサ…•••各EPU に標準装備

命令数 60種

大配列の大きさ•……••最大 1GB 

命令数• ・・・・・・・・・・・・・・・・・・..392種

キャッシュメモリ……容量 128KB/EPU 

サイクルタイム 38 ns 

マッピング方式 セットアソシアティプ

リプレースメント方式 LRU 

ブロックサイズ 64 B 
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② 主記憶装置

主記憶装骰（ディスクキャッシュ用を含む）仕様

型 名 台 数 性 ム月ヒヒ 等

N7198-ll 2 ／ブロック・・・・・・・・・・・・・・• 最大 4MB

（基本 8MB) サイクルタイム・・・・・・・・・・・・・・・0.34μs/8B 

N7198-12 6 インタリープ数…•• ・・・••….. 8ウェイ， 8ウェイ X2 

（増設 8MB)

[:4M>
記憶素子・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・64KビットMOS

エラーチェック・・・・・・・・・・・・・・・ECC

③ 入出力処理装置

入出力動作全般を制御する人出力処理装置 (IOP)、高速の周辺装置と主記憶装置間のデー

タ転送を制御する高速チャネル処理装置 (HCP)、および比較的低速の周辺装置を制御する多

重入出カチャネル (MPX)から構成される。

入出力処理装置と入出カチャネル仕様

型 名 台 数 性 能 等

N 7198 50 2 総合データ転送能力……・・・100MBI秒

(IOP) 入出カチャネル本数•••…… 16 本/ IOP 

N9198 -50 入出力処理装置

（ディスクキャッ ・・・・・・・・・・・・・・・データ転送能力 30MB/秒

シュ機構） • …... ・・・・••••高速チャネル処理装置 4台接続

・・・・・・・・・・・・...多重入出カチャネル 1本内蔵

高速チャネル処理装置

・・・・・・・・・・・・・・•入出カチャネル 4本接続可

入出カチャネル・・・・・・・・・・・・・・・ 2MB/秒

2. 周辺装置

① 磁気ディスク装置

磁気ディスク装個 仕 様

こ 記憶容最 呼出し時間 (m秒） 転送速度
台数 備 考

(Mバイト） 平均シーク時間平均回転待時翡l(Kバイト／秒）

N7745 10 200 30 8.3 806 パック交換可

N7755-ll/12 13 635X2 20 8.3 1,198 固定媒体
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② マスデータファイル装置

データはデータカートリッジといわれる約 50Mバイトの記憶容量をもつ新しい記憶媒体に

記憶されます。記憶媒体は幅約 7c皿長さ約 20cmの磁気テープであり、これが直径約 5cm、

長さ 9cmの円筒形のプラスチック製カートリッジに収納されている。

マスデータファイル装置仕様

記憶容量データデータ データ転送速度 アクセス時間

CGバイト）カートリッジ記録制御 1記 録 (Kバイト~戸可ァン
数 機構数機構数 ／秒） （秒）ロード（秒）

N7651-11 35 706 2
 

874 3-4 5
 

③ フロッヒ°ィディスク入出力装置

フロッヒ°ィディスク入出力装置仕様

型 名 I台 数 性 能 等

N7707-21 
1 

(2ドライフ）
ゞ I記憶容覧 lMバイト／枚 転送速度 62.SKバイト／秒

④ その他

機器名 型 名 台数 性 ム月ヒ已． 等

磁気テープ N 76 33 ， 転送速度 1,250Kバイト／秒 9トラック 6,250/l,600RPI

装 置 N 7 622 1 転送速度 200Kバイト／秒 9トラック 1,600/800RPI 

N7342---61 7 印字速度 2,400~1,030行／分文字種 111字

ラインプリンタ
N7341釘 1 印字速度 2,400~1,030行／分文字種 111字

印字速度 2,500/3,330行／分 文字種約8,000字

ページプリンタ N7384も1 1 文字サイズ漠字 7,9,12ポイント (2倍拡大可）

印字方式レーザビーム露光乾式電子写真転写方式

カード読取 N7445-51 6 読取速度 1,050枚／分

装 置 N7346---51 1 読取速度 600枚／分マーク読取機能付

カードせん孔
N7471-51 1 せん孔速度 400~100 枚／分

装 置
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3. ネットワーク機器とターミナル

① 通信処理装置

FNP(Front-end Network Processor)方式を採用し、中央処理装置とは独立に通信

処理を行う。

通信処理装置諸元

型 名 台数 性 ム月ヒ 等

N 7294-02 3 マイクロプログラム方式によるストアードプログラム方式

N 7294-22 1 入出カデータ転送能力 最大 2Mバイト／秒

通信速度 50~48,000 ヒ｀ット／秒

通信方式全二重／半二重

周期方式 調歩式/SYN同期／フレーム同期

通信回線特定回線／公衆回線／新データ網

② TSS端末（センター本館と入出力棟）

機 器 名 型 名 台数 性 能 等

バトミントン NB3333-RA 6 ASCIIタイプキーボードプリンタ 55字／秒
プリンタ NB3333-RAA 4 APLタイプ キーボードプリンタ 55字／秒

ミニプリンタ NM3000 3 キーボードプリンタ 80字／行

グラフィック
N6922 5 格子点数 4,096 X 4,096 ディスプレイ

キャラクタ
S -0372 7 14インチ 80字／行ディスプレイ

キャラクタ
N6300/50N 20 

マスター4台 スレーブ 16台 ラインプリンタ 4台
ディスプレイ PTRl台 PTPl台

日本語入出力用 N6300/50N 4 ペンタッチ入力， FDD4台
表示部 N6352-24 4 日本語表示 640字 (40桁X16行）

英数 カナ特殊記号 2,000文字 (80桁X25行）
表示文字 8,000字

表示方式 24X24ドットマトリックス

表示色 緑
表示機能 シークレット・プリンキング・リバース

・倍師度・オーバライン・アンダーライ
ン・バーチカルライン・カラムセパレー

夕

印字部 N6343-23 4 ラインプリンタ

印字速度 60行／分 24X24ドット

印字文字種 8,000字
けい線印字可拡大文字 2倍

手書 OCR N6370 2 CRTディスプレイ 9インチ

FDD 243KB X 2 
読取速度 30枚／分
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③ 出力検索用端末

ジョプ処理結果 (SYSOUTおよびデマンドファイル）を検索するために8台のLPイメー

ジディスプレイ端末をおく。

機器名 型 名 台数 性 能 等

ディスプレイ S 0541 8 表示サイズ 20インチ表示文字数 132字X25行

J ISキーボード

シリアルプリンタ 1 125字／秒

4. 図形処理装置

① 大型XYプロッタ

ドラムタイプの大型XYプロッタ 2台がオンラインで接続される。

項 目 性 能

有 効 製 図 範 囲 840mm(AOタイプ）

ペ ン 数 4本

ペ ン の 種 類 油性ボルペン 水性ボールペン

ス フー ツ プサ イ ズ 0.01 mm 

最 高 製 図 速 度 76cm/秒（軸方向） 107cm/秒（対角方向）

作図ペン上下時間 上 7ms 下 5ms

② カラーグラフィックディスプレイ

項 目 性 能

画 面 20インチカラーCRT 7色

表 ホ 方 式 ラスタスキャン リフレッシュ方式

表 ホ 文 字 数 5,120文字

格 子 点 数 640 (横）X512 (縦）ドット

べ‘ ク 卜 ）レ 線 種 実線／点線／破線／一点鎖線／鎖線

グ‘ラフィックプロットモード ベクトル／ポイントプロット／インクリメンタルプロットモード

力 ソ Jレ アルファカーソル クロスヘアカーソル

プ リ ン サ ン グ 可（文字単位）

シェーディング機能、塗りつぶし可

ノ‘ ド コ ヒ° A4普通紙
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③ 三次元グラフィックディスプレイ

機器名 型 名 台数 性 ムHャ已 等

三次元カラー N9831--0l 1 画面サイズ 21インチ
モニタ

表示方法 ランダムスキャンリフレッシュ式

蛍光体 E21 C赤／緑）

スポットサイズ 0.38-0.64 mm 

発光色赤／橙／黄／緑

ジョイ N9831-03 1 ハンドル 1個 調整ダイヤル 3個
スティック

データ
N9831姐 1 形状寸法 280mmX 280mm 分解能士 0.196

タブレット

ファンクション
N 9831--06 1 33個（割込スイッチ 1個含む）

スイッチ

コントロール
N 9831--07 1 ダイヤル数 10個

ダイヤル

ハードコヒ°一 N9831-02 1 コヒ°ーサイズ 216mmX280mm 
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特殊入出力処理 (LA機器）

9ゞ

ス

大阪大学大型計算機センターニュース

ACOS 1000 
高速チャネル処理装置

計測器 (GP!Bパス）

口
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豊中地区データ・ステーション

リモートバッチステーション

ACOS 
1000 

大阪大学大型計算機センターニュース
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豊中地区データ・ステーション

1) リモートバッチ

機器名 I型名 I台数 性 能 等

カード読取装置 IN74131 2 I読取速度 600枚／分

ラインプリンター N7342 2 印字速度 2,400~1,030行／分文字種 111 字

2) TS S端末

機 器 名 型 名 台数 性 叱月ヒ 等

ノゞトミントン 庫 3333寸訊 1 ASCIIタイプキーボードプリンター 55字／秒

プリンタ MB33お叫 5 APL タイプキーボードプリンタ 55字／秒

キャラクター
N6300-20N 2 80字／行ディスプレイ

キャラクター
N6300-50N 4 マスター 1台，スレーブ3台，シリアリプリンター 1台ディスプレイ

グラフィック
N6922 1 格子点数 4,096X 4,096 ハードコヒs_1台ディスプレイ

日本語入出力用
N6300-50N 1 ペンタッチ入力，漢字プリンター 1台端 末

3) その他

機 器 名 型 名 台数 性 能 等

XYプロッター N6929A-13 1 A3相当まで作図可

交換回線 300BP S 12 テレガイド付（内線 2172) 

1200 BPS 1 （内線 2178) 
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センターだより

センター内端末の更新のお知らせ

センターの計算機システムの機種更新に伴い、センター内の端末が次の様に更新増設されました。

まだ一部端末については、サービスに入っていないのもありますが、逐次サービスできる予定で

す。またセンター内端末はすべて予約制ですのでかならず利用者受付で予約して下さい。

1. センタ一本館 1階特殊端末室

□ 
o N6922 グラフィックディスプレイ タプレット，ハードコヒ°ー付

0ハスク 2010 グラフィックディスプレイ テクトロ XYプロッター付

0 テクトロ 4027 カラーグラフィックディスプレイ

o N 6940 カラーグラフィックディスプレイ ライトペン，ハードコビー付

o N6300/50Nキャラクターディスプレイ フロッヒ°ーディスク，紙テープリーダ；紙テープパンチ付（更新）

o N6300/50N 日本語処理端末 漢字フ゜リンター付

o N6300/50N 日本語処理端末 漢字プリンター付 （増設）

o N63700CR 手書き OCR端末 シリアルプリンター付

0 ミニプリンター紙テープリーダ，紙テープパンチ付

大阪大学大型計算機センターニュース - 13 - Vol. 12 No. 3 1982-11 



2
 

センタ一本館 2階 TSS端末室

0バドミントンプリンター

APL仕様X2

0バドミントンプリンター

ASCII仕様X3

o N6300/50N (更新，増設）

マスター端末X2

ラインプリンター，フロッヒ°―

ディスク付

スレープ端末X 12 

,’
 

，
 J ，
 

＇ 

3縁 センター入出棟 TSS端末室

o N6922グラフィックディスプレイ

ハードコヒ°ー付X4

0バドミントンプリンター

APL仕様X2

0バドミントンプリンター

ASCII仕様X3

oN6300/50N(増設）

マスター端末

ラインプリンター，フロッヒ°ー

ディスク付

スレープ端末X4
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4. N 6300モデル 50Nの操作について

今回の更新、増設に伴いN6300モデル 50Nが、合計 20台になります。このN6300モデル

50Nは 1本の通信線に、複数台の端末を接続した型態の端末ですから、従来の無手順端末と操作

が異りますので次に簡単に操作法を説明します。

a)端末構成

------------- ----- ------I I 
＇―-―-内はマスター端末のみ使用可 I 
I 

フロッピーディスク

両面倍密度 !MX2 
I 
L.. - - - - - --- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - _: 

b)操作法

く電源を入れる〉

N6300モデル SONにはマスター端末にコントローラーがあるため、マスター端末の電源が

入っていなければ、他のスレープ端末はいくら電源を入れても使用できません。

そこでマスター端末のみセンター側で操作しますので利用者の方は、スレープ端末のみの電

源を入れて下さい。

各端末の電源を入れると SYSTEM PROGRAMが0番のフロッピーディスクからロード

され画面上に次の様に表示される。

［ オンライン
KBレディ OPEN マチ

＼

ー

|

< LOGON) 

端末のLOGONは、マスター端末は上段の 6番目にある□区厨］キーを押下します。スレ

ープ端末は上段左端にあるビ区困］キーを押下します。

テキストの終りは、他の多くの端末では□互［キー又はIRETURN Iキーですが、 N6300

モデル 50Nでは、□旦□キー又は国］キーを使用します。

ディスプレイ画面は、スクロールアップ式ではなく、ページ式に表示されます。 1画面 23
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行表示できますので、それ以上表示させようとすると左下に＊が表示され、入力待ちとなりま

すので、日桓~ キー又は匝］キーを押下すると表示が続行されます。

画面をクリア後に表示を続行させるためには、[]]キーを押下すれば画面をクリア後に 1行

目から表示される。

くプレーク〉

プレークは、 KBレディーの表示中はいつでも、 IBREAK Iキーを押下することでできま

す。また入出力動作中のプレークは［包匝こ］年ーと I強制クリア Iキーを同時に押下し、 KB

レディーの表示がでてから IBREAK Iキーを押下することでできます。

く画面クリア〉

BYEコマンドを入力すると負担金表示が出て最下段に

$ N 1 O 4 1 HH: MM: S S DIS -CP 

が表示され終りますが、この状態で再度LOGONしようとするとヒ°ーとびっくりする様な音が

出てなにも入力できません。

この時、 I画面クリア Iキーを押下すると画面をクリアされKBレディとなります。

c) フロッヒ°ーディスクの入出力

マスター端末は、フロッヒ°ーディスクの入出力もできます。 (1階特殊端末室にあったN

6300 I soで使用されていたフロッヒ°ーディスクは使用できません。新しく両面倍密度のフロ

ッヒ°ーディスクを使用して下さい。）

くパーマネントファイル から フロッヒ°ーディスクヘ＞

0 [}冠□キーと Iファイル登録 Iキーを同時に押下すると次の様に表示される。

＊＊＊＊＊ ソウV"ュシン FD 7ァイルノ トウ0ク ＊＊＊＊＊ 

［卜‘‘ウサシテイ）

"O"・・・・トウ0ク シテイ

"1"・・・・トウ0ク コ`` ゾウシンカイシ シテイ

"2"・・・・が‘ュシン ファイル ク0-i¥" シテイ

卜‘`ウサ シ テ イ ？ ・ ・ ・ ・ 亘

［ファイlbメイノ トウ0ク］

ユニットNO ¥ファイ1いメイぐ
燻

..l 
ゾウシンファイル ノ シテイ I Ill/Ill/ 

が‘ュシンファイルノ シテイ("1 ぐRCV1.ヘヘヽ.・,

⑪ 匠
押下。

。I画面クリア Iキーを押下。

。□キーを押下。

大阪大学大型計算機センターニュース - 16 -

0画面をC二〕の動作にしたが

って変更するこの時注意しな

ければならないのは、ジュシ

ンファイル ノ シテイ の

ユニットNo.は必ず 1を指定す

ること。（ユニットNo.〇は、

システムフロッヒ°ーが使用し

ている）

0指定が終れば□厨:キーを
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o PTON CMT コマンドを入力する。

o LIST ファイル名 又は ＊を入力する。

／
ー
＼
＼
ー
ー
／

この間、フロッピーディスクのユニットNo.1の発光ダイオードが点

滅する。

0正常終了すればアスタリスクが表示される。

0 フロッヒ°ーディスクのファイルをクローズするため□亘図□ キー叫ファイル登録 Iキーを

同時に押下すると次の様に表示される。

＊＊＊＊＊ ゾウシ‘‘ユシン FD ファイ,~ ) トウ0ク ＊＊＊＊＊ 

［卜‘‘ウサシテイ］

"0"・・・・トウ0ク ：テイ
"1"・・・・トウ0ク コ‘’ ゾウシンカイシ シテイ
"2"・・・・シ‘`ユシン ファイlレ クo-71" シテイ

ト‘‘ウサ シテイ？・・・・＠

［ファイルメイ ノ トウ0ク］

ユニットNO 7ァイルメイ
ゾウ四 7ァイル J :,Iテイ I Ill/Ill/ 

がュ辺ファイl~ ノシテイ 1~(/RCV1 

唖

0画面をC二〕の動作にしたがって変更する。

。国互］キーを押下。

。I画面クリア iキーを押下。

0圧lキーを押下。

0正常終了すれば画面右上にDT ENDと表示される。またファイル登録の状態は、ジョウタ

イの所に次の様に表示される。

表 ホ 条 件

ドウサ マチ 送・受信ファイルが登録されていたとき

ドウサ チュウ 送・受信ファイルが送受信中のとき

シュウリョウ 送・受信動作が正常終了したとき

イジョウ 送・受信動作が異常終了したとき

送・受信ファイルが登録されていない
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くフロッヒ°ーディスクからパーマネントファイルヘ＞

oREAD FDD, ファイル名コマンドを入力する。

0画面にREADYと表示されれば、口団匝□ キーと I強制クリア Iキーを同時に押下。

。□可□ キーとIファイル登録 Iキーを同時に押下すると次の様に表示される。

＊＊＊＊＊ ゾウシ‘‘ユシン FD ファイル ノ トウO? ***** 

［卜＂ウサ :Jテイ］

"'0"'・・..トウ0ク シテイ

"1"・・・・トウ0ク コ‘‘ ゾウシンカイ;) ;)テイ
"2"'・・・・;;"ュシン ファイル クo-7." シテイ

卜’‘ウサシテイ？・・..近三う

ユニットNO ~ ファイルメイ
ゞゾウシンファイル ノ シテイ 1 SEN Db△△  

が‘ユ起ンファイルノシテイ I~('I/I/Ill/ 

国

0画面を＜二｝の動作にしたが

って変更する。

。直三］キーを押下すれば、

すぐにフロッヒ°ーディスクが

読みとられ（発光ダイオード

が点滅する。）、終了すれば、

画面左上にDTENDが表示

される。

。I画面クリア iキーを押下。

。□ キーを押下てビルドモード（＊が表示される）にもどる。

（注意）

ファイル登録時のファイル名指定は、ファイル名が8文字以下で有る場合 SPACEをそ

の分入れること。

d) 附属ラインプリンターヘの出力

マスター端末は、付属ラインプリンターにも出力できます。

*PTON LP 

CHS/LINE? 132 

*LIST ファイル名

> ラインプリンターに出力

*PTOFF 

の様にすれば、 PTOFFコマンドが入力されるまで、 LISTコマンドの出力はすべてライン

プリンターに出力することができます。

（共同利用掛）
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センターだより

ファイル比較コマンドについて

二つのファイル (JIS標準FRC形式）を比較して、挿入、削除、修正といった関係を行単位に

表示を行う。

このコマンドを利用することにより類似ファイルの整理やソフトウェアの開発等に役立てること

ができます。

以下にコマンドの機能および使用法について述べる。

$FCMPコマンド

（機能）

二つのファイル (JIS標準FRC形式）を比較して、各行の違いを表示する。ファイルの比較は

各行（レコード）の先頭から 80文字、または、パラメータの形式 (LINE NUMBERとシステ

ムから問合せがあった時に、「 STRIP」と入力する）により先頭の数字（行番号）を除く 80文字

を比較する。

（コマンド形式）

(1) 端末出力

コマンド

$FCMP 

問答形式

パラメータの形式

-フ Tイル名 1; ファイル名2

PARAMETER(D OR S 

AND N OR W)? 

LINE NUMBER(ASIS 

OR STRIP)? 

大阪大学大型計算機センターニュース

パラメータの意味 機 能

ファイル名 1｝ : 比較するフ ファイル名 1とファイル名 2を比較し

ファイル名2 ァイル名 て、各行の違いを表示する

SN 二つのファイルを比較して、違ってい

る行のみを幅の狭い出力装骰 (1行80

文字）向けに編集して出力する

SW 二つのファイルを比較して、違ってい

る行のみを幅の広い出力装骰(1行 132

文字）向けに編集して出力する

ON 二つのフ了イルを比較して、全ての行

を幅の狭い出力装骰向けに編集して出

力する

DW 一つのファイルを比較して、全ての行

を幅の広い出力装誼向けに組集して出

力する

ASIS 各行（レコード）の先頭から 80文字が

比較される。

STRIP 各行の先頭の数字（行番号）を除く 80

文字が比較される。
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(2) センターのプリンタヘの出力

コマンド パラメータの形式 パラメータの意味 機 能

$FCMPLP L..Jファイル名 1; ファイル名2ファイル名 1｝ : 比較するフ ファイル名 1とファイル名 2を比較し

ファイル名2 ァイル名 て、各行の違いをセンターのプリンタ

へ出力する

PARAMETER(D ORS SN $FCMPと同じ
AND N OR W)? 

SW ” 
DN ” 
DW ” 

LINE NUMBER(ASIS ASIS $FCMPと同じ

OR STRIP)? STRIP ” 
SEND BY M紅 L(YES NO ファイル比較した内容をデマンドファ

OR NO)? イルヘ出力する。なお、センターのプ

リンタヘ出力させる時は、 IDリーダ

ーに IDカードを読ませてプリンタに

出力する

YES ファイル比較した内容はセンターのプ

リンタに出力後、連絡所に郵送される

JOB CLASS(E,A,B, E 出力批に応じたジョプクラスを指定す
問答形式 C)? A る

B 

C 

(3) リモート端末への出力

コマンド パラメータの形式 パラメータの意味 機 能

$FCMPR -ファイル名 1; ファイル名2 ファイル名 1｝ : 比較するフ フ了イル名 1とファイル名 2を比較し

ファイル名2 ァイル名 て、各行の違いをリモート端末へ出力

する

PARAMETER(D ORS SN $FCMPと同じ

AND N OR W)? SW ” 
DN ’’ 
DW ” 

LINE NUMBER CASIS ASIS $FCMPと同じ

OR STRIP)? STRIP ” 
TERMINAL LID xx ファイル比較した内容は指定された

INPUT? 「xx」のリモート端末へ出力する

JOB CLASS(E,A,B, E $FCMPLPと同じ

問答形式 C)? A 

B 

C 
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（制限および注意事項）

(1) 比較を行うことのできるファイルは、 JIS標準FRC形式のファイルに限る。

(2) 比較を行う各ファイルは、 9998行（レコード）以下でなければならない。

(3) 比較を行う各行（レコード）は、 80字が比較の対象となる。ただし、「LINEN団vIBER」

の質問に対して、「STRIP」と答えた場合は、各行の先頭に数字（行番号）があれば、その

数字を除く 80字が比較の対象となる。

（使用例）

$FCMPコマンドの使用例に次の二つのファイル (EXAMPLEl,EXAMPLE2) を例にして

示す。

女L!ST EXAMPLE1 

QQQ,C•uuuu EXAMPLE PROGRAM•u••uu• 
0010 OIME/JS!ON X<100),Y(100) 
0020 REAO<S,10) N、(X(I〉,I 01 ,Nl 
0030 10 FORMA1(!5!(F10.2)) 
0040 00 20 1°1 ,N 
0050 A•X(I) 
0060 L•1 
0070 00 15 Ja1 ,N 
0080 IF!A-X(J)) 15,15,12 
0090 12 A•X(J) 
0100 L•J 
0110 15 CONTINUE 
0120 Y(I)•A 
0130 20 X!Ll•10000 
01 ,,o りRITEl6,30l(Y(I l, 1°1 ,tll 
0150 30 FORMA1l1ll ,E15.2l 
0160 STOP 

0170 ""  

•LIST EXAMPLE2 

0010 DIMEllSJON X!100),Y〈100)
0020 READ (5、10) N, 〈X(I),J•l ,N) 
0021 Jf!N.GT.100) GO TO 50 
0030 10 FORMAT(V) 
0040 DO 20 !•1 ,ll 
0050 A•X(J) 
0060 l•1 
0070 DO 15 Ja1,N 
0080 !F!A-X(J)) 15,15、12
0090 12 A•X!J) 
0100 
0110 
0120 
0130 
0140 
0150 
0160 
0161 
0162 
0163 
0170 

L•J 
15 CONT lNUE 

Y(I)aA 
20 X(L)a1QOOO 

WR! TE (6,30) (Y(I), Ja) ,fl) 
30 FORHAT<1H ,E15.2> 

STOP 
50 WRITE(6,80) 
80 FORMAT(1H ,"ERROR DATA N > 100") 

STOP 
mo 
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(1) ファイルを比較して、各行の違っている行だけを端末に出力する例

•tFCMP EXAMPLE1; EXAMPLE2 

PARAMETER<O OR S ANO N OR り） ？主且
LINE NUMBER(A51S OR STRIP) ? lJ. 

START AT 16c0,,'7 
READ EtlO AT 16c0,,'8 

COMP mo  AT 16,o,,57 

••• FCMP SUMMARY REPORT••• 

FILE1 a 18 LINES FILE tlAME a KAOAIBANGO/EXAMPLE1 

FILE2 a 21 LINES FILE NAME°KAOAIBANGO/EXAMPLE2 

MARK COUNT 

16 

゜1 

FCMP REPORT 

FILE¥ FILE2 TEXT 

DATE 10/21/82 TIME 16,04,57 

00001, ooosc,uu大'" EXAMPLE PROGRAM """'"'  
00004• 0030 10 fORMAT<JS!(f10.2ll 

•00003 0021 Jf(IJ.GT.1001 GO TO SO 

>00004 0030 10 fOI/MAT(V) 
>00018 0161 SO ,RITE16,80) 

>00019 0162 80 fORMAT<1H ,"ERROR DATA /J > 100") 

>00020 0163 STOP 

FCMP llORMAL EtlD o.,,35 (SEC) 

(, 

0) 

① 比較を行い違っている行だけを 1行80字以内に編集して表示を行う。

② 比較の対象は各行の先頭から 80字が比較される。

③ 「=」は比較した結果、等しい行が 16行であることを示している。

④ 「 」は比較した結果、等しい行と見なされる行が 0行であることを示している。

⑤ 「<」は比較した結果、 FILE2の方では削除された行が 1行であることを示して

tヽる。

⑥ 「>」は比較した結果、 FILE2へ挿入された行が 4行であることを示している。

⑦ 「*」は比較した結果、等しくない行が 1行であることを示している。

⑧ ①で「 S」のパラメータ指定があるので、違っている行だけが表示される。

FILE 1 , FILE2欄の 4桁の数字は、各ファイルの行数を表わし、その間の記号

「＜」は、 FILElの「00001」行はFILE2の方では削除していることを示し

ている。

「＊」は、 FILElの「00004」行と FILE2の「00003」行は等しくないこ

とを示している。

「＞」は、 FILE2の「00004」「00018」「00019」「00020」行が挿入

されたことを示している。

⑨ ファイル比較に費やした演算時間を秒で表わしている。
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(2) ファイルを比較して、全ての行を端末に出力する例

•$FCMP EXAMPLE1 ;EXAMPLE2 

PARAMETER (0 OR S ANO N OR W) ? 皿
LINE NUMBER< AS!S OR STRIP) ? _L 

SlART AT 13,30,28 

READ mo AT 13,30,31 
COMP mo AT 13,30,41 

,., FCHP SUMMARY REPORT ,., 

FILE1 a 18 LINES FILE NAME a KADAIBANGO/EXAMPLE1 

F!LE2 a 21 LINES FILE NAME a KADAIBANGO/EXAMPLE2 

HARK COUNT 

15 
1 
1 

FCMP REPORT 

f JLE1 TEXT 

OATE 10/26/82 Tll!E 13c30c41 

f!LE2 TEXT 

00001 OOOSCuuuu, EXAMPLE PROGRAM ,u,uuu  

00002 0010 OlMEtlSlON X<100),Y(100〉

00003 0020 REAO<S,10) N, 〈X(ll,1°1,N〉

0000ム 0030 10 FORMAT(l5/(f10.2)) 

0
0
0
0
 0
 0

0

0

 0
 0
0
0
0
 

4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
 

0
 0
0
0
0
0
 1
1
1
1
1
1
1
 

0
 0
0
0
0
 0
 0
0
0
0
0
 0

0

 

5
6
7
8
9
0
1
2
3
ん

5

6

7

0

0

0

 0

0

 1
1
1
1
1
1
1
1
 

0
 0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0

0

 0

0

 0
0
0
0
0
 0

0

0

 0
 

0
 0

0

 0
0
0
0
0
0
 0

0

 0

0

 

00 20 !01、H
A•X(I l 

L•1 
DO 15 J 01,N 
IF(A-X(Jl) 15,15ヽ 12

12 A•X(Jl 
l•J 

15 CONT!IIUE 
Y(ll•A 

20 X(LJ•10000 
UR 11 E(6, 30) (Y(I), I, 1 , Ill 

30 FURMAT<TH ,E15,2) 

STOP 

00018 0170 

FCMP NORMAL mo 
"" 

0

0

1

 0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 0
1
2
3
0
 

1
2
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
6
5
6
6
6
6
7
 

0

0

0

 0
0
0
0
0
0
0
 1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
 

0

0

0

 0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

1
2
3
,
＂
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
 

0
0
0
0
0
0
0
0
 0
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
 

0

0

 0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
 0
0
0
0
 0
 0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
 0
0
0
0
0
0
0
0
 0
 0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

一
}
ー
-
＊
ヽ
‘
"
"
"

"
"
 "

"

"

"

"

 "
"
 

＞`
‘‘̀
.’
ti 

r
`
t
i
-
-

＊
一
「

1
-
-
t
t
f

—
—

i
f
1
-
1
{
t
i
i
t
-
t
t
1

←1

OIMENSION X<100),Y(100) 
READ<S,10) N,(XC!l,!01,Hl 

IF<N.GT.100) GO TO 50 
10 FORMAT(V) 

00 20 1•1 ,H 
炉 X(l)

L01 
00 15 Ja) ,H 
lfCA-X(J)) 15,15ヽ 12

12 A•X(Jl 
l•J 

15 COHT mu, 
y (I)•A 

20 X<L>•10000 
WR ITE<6,30) CY (I), I a) ,H) 

30 FORHAT(1H ,'15,2) 

STOP 
SO WRITE<6,80) 

80 FORMAT (1 H ヽ"ERROR DATA II > 100") 
STOP 

"'° 
0.457 (SEC) 

① 比較を行い全ての行を 1行 132字以内に編集して表示を行う。

② 比較の対象は行番号を除く 80字が比較される。

③ 「=」は比較した結果、等しい行が 15行であることを示している。

④ 「 」は比較した結果、等しい行と見なされる行が 1行であることを示している。

(FILE2には 17行目と 20行目に同じテキスト(「STOP」)があるが

17行目の方が、 FILE1の 17行目と等しい行と見なされる ） 
⑤ 「<」は比較した結果、 FILE2の方では削除された行が 1行であることを示して

しヽる。

⑥ 「>」は比較した結果、 FILE2へ挿入された行が 4行であることを示している。

⑦ 「*」は比較した結果、等しくない行が 1行であることを示している。

⑧ ①で「 D」のパラメータ指定があるので、全ての行が表示される。

(3) ファイルを比較して、違っている行だけをラインプリンタヘ出力する例

JOB CLASS (E,A,B,CJ 

SNUMB a T315T ぶ
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① 比較を行い違っている行だけを 1行 80字以内に編集して表示を行う。

② 比較の対象は各行の先頭から 380字が比較される。

③ デマンドファイルヘ出力を指定。

④ バッチジョプの実行するジョブクラスを指定。

⑤ 「T315T」のSNUMB番号でジョプが実行される。

(4) ファイルを比較して、違っている行だけをリモート端末へ出力する例

•$FCMPR EXAMPLE11E, さMPLE2
PARAMETER(D OR S AND N OR Wl ? SN 

LINE NUMBER(ASIS OR STRIP l ? Ji 
TERM1"AL LID INPUT ?'1 
JOB CLASS <E,A,B,Cl 

SNUHB• T321T 

① 比較を行い違っている行だけを 1行 80字以内に編集して表示を行う。

② 比較の対象は各行の先頭から 380字が比較される。

③ 出力先のリモート端末の論理 IDを指定する。

④ バッチジョプの実行するジョプクラスを指定。

⑤ 「T321T」のSNUMB番号でジョプが実行される。

（謝辞）

本コマンドは、九州大学大型計算機センターのFCMPコマンド（同大学工学部情報工学科 藤

村氏が作成）のソースリスト資料をいただき、本センターのシステムに合うように修正し、また、

東京工業大学総合情報処理センターのCMPFコマンドを参考にして、 FCMPコマンドを作成させ

ていただきました。
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センターだより

ネットワーク RJEコマンドの変更について

ネットワーク RJEのコマンドで、 *SNDRCVを昭和 57年 10月25日（月）から、 *SENDと同

ー機能に変更しました。 *SNDRCV(自動出力）を行うと相手ホストに対して無駄な通信が行われ、

運用上問題があるため自動出力機能を削除いたしましたので、今後、相手ホストに対して送信・受

信を行う場合、下記の例のように相手ホストに対してジョプを依頼して下さい。

（例）・東大ヘジョプを依頼する時（バッチジョプ）

カラム 1 8 16 

＄ SNUMB 

＄ JOB 課題番号＄パスワード， E,パラメータ

＄ RJE2 TOKYO 

*USER 課題番号＄パスワード

*SEND 

／／ジョプ名 JOB パスワード， CLASS=A

>>USE $ SOURCE . FORT, $OBJ . LOAD 

>>SOURCE TEST 

( FORTRAN'. ノース

＞＊ 

> > CGO PARM (SOURCE) 

／／ 

$ ENDJOB 

• 東大の実行結果を受け取る時（バッチジョプ）

$ SNUMB 

＄

＄

 

JOB 

RJE2 

課題番号＄パスワード， E,パラメータ

TOKYO 

*USER 課題番号＄パスワード

*RCV パラメータ

*BYE 

$ ENDJOB 

（業務掛）

大阪大学大型計算機センターニュース - 25 - Vol.12 No. 3 1982-11 



汁 商 汁 柿 汁 睦 ヰ 翌 慈 t v ヽ ー I I ド ー ≫

昭
和

5
7
年

度
計

算
機

稼
動

状
況

計
算

機
シ

ス
テ

ム
型

・
名

称
A

C
O

S
 
S

Y
S

T
E

M
 
1
0
0
0
 

（
単
位
：
時
間
）

内
部

記
憶

容
量

3
 2
7
6
8
K
B
 

|  2 6 ー V o l .  1 2  N o .  3  19
82ー11

；
 

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0

月
1
1

月
1
2

月
1

月
2

月
3

月
計

月
平

均

計
算

サ
ー

ビ
ス

時
間

(
A
l
)

14
2:
58
 

14
0:
so
 

2
4
2
:
0
0
 

2
4
2
:
4
0
 
2
4
0
:
3
2
 

2
2
9
:
4
1
 
2
6
3
:
1
2
 

15
01
 :
53
 
2
1
4
:
3
3
 

稼
研

究
開

発
時

間
(
A
2
)

o
:
o
o
 

o
:
o
o
 

o
:
o
o
 

o
:
o
o
 

o
:
o
o
 

0
:
0
0
 

o
:
o
o
 

o
:
o
o
 

o
:
o
o
 

動
講

習
用

時
間

(
A
3
)

o
:
o
o
 

o
:
o
o
 

o
:
o
o
 

o
:
o
o
 

0
:
0
0
 

o
:
o
o
 

o
:
o
o
 

o
:
o
o
 

o
:
o
o
 

時
イ
ニ
シ
ヤ
フ
イ

時
間

(
A
4
)

1:
27
 

2
:
0
9
 

3
:
2
6
 

4
:
1
9
 

3
:
1
3
 

2
:
0
4
 

2
:
2
9
 

19
:0
7 

2
:
4
3
 

ゼ
イ

シ
ョ

ン

間
ア

イ
ド

ル
時

間
(
A
5
)

15
 :
15
 

9
;
3
5
 

0
:
4
7
 

7:
31
 

8
 :3
5 

13
:5
2 

o
:
o
o
 

5
5
:
3
5
 

7
:
5
6
 

(
A
)
 

業
務

時
間

(
A
6
)

s
s
:
o
s
 

9
0
:
3
7
 

9
5
:
3
5
 

14
6:
03
 

18
3:
54
 

10
2:
39
 
l
l
0
:
4
2
 

7
8
7
:
3
5
 
11
2:
30
 

小
計

(
A

)
2
1
7
:
4
5
 
24
3:
11
 

3
4
1
:
4
3
 
4
0
0
:
3
3
 
4
3
6
:
1
4
 

3
4
8
:
1
6
 
3
7
6
:
2
3
 

2
3
6
4
 :
10
 
3
3
7
:
4
4
 

保
守

時
間

(
B

)
 

1
:
1
5
 

6
:
3
7
 

6
:
4
1
 

7
:
0
2
 

6:
08
 

3
6
:
4
5
 

10
:5
2 

75
:2
1 

10
:4
5 

故
障

時
間

(
C

)
 

6
:
1
2
 

3
:
3
8
 

2
:
4
7
 

4
:
3
5
 

0
:
3
4
 

1:
35
 

6
:
3
6
 

2
5
:
5
7
 

3:
42
 

運
転

時
間

(
A
+
B
+
C
)

2
2
5
:
1
3
 
2
5
3
:
2
6
 

35
1 
:1
6 

4
1
2
:
1
0
 
4
4
2
:
5
6
 

3
8
6
:
3
6
 
39
3:
51
 

2
4
6
5
:
2
8
 
3
5
2
:
1
2
 

稼
動

A
 

9
6
.
6
8
 

9
5
.
9
6
 

9
7
.
3
0
 

97
. 
18
 

9
8
.
4
9
 

9
0
.
0
8
 

9
5
.
5
7
 

9
5
.
8
9
 

率
（

A
+
B
+
C
 ）飴

運
転

日
数

(
D

)
 

2
5
 

2
0
 

2
6
 

3
0
 

27
 

2
6
 

2
6
 

18
0 

2
5
 

1
日

平
均

稼
動

時
間

C
A
)
 

3
:
4
2
 

12
:0
9 

13
:o
s 

13
:2
1 

16
:0
9 

13
:2
3 

14
:2
8 

13
:0
8 

D
 



汁 商 汁 柿 汁 陸 ヰ 料 慈 t v ヽ 1 1 1 ド ー X

昭
和

5
7
年

度
処

理
状

況

処
理

件
数

の
推

移
演

算
時

間
の

推
移

2
5
0
0
0
 

[!)
 

△
 

X
 

※
 

2
0
0
0
0
 L

 --
-

|  2 7 ー

1
$

0
0

0
•-

1
0
0
0
0
 ,_ 

V o l . 1 2  N o .  3  

5
0
0
0
 ,_ 

1 9 8 2ー l l

B
A
T
C
H
 

R
J
E
 

C
R
J
E
 

T
S
S
 

S
 5
6
 

S
 5
7
 

ー 1 ※

＇` `  ｀  ｀  ー ｀  ー 1

ー ー

ー 1
＇ 楽 ぃ`

＇ ヽ ＇ ヽ ヽ ヽ

‘ ※  

ヽ

ヽ

＇ 
＇ 

来

，  
＇※ 

’  
ヽ

’  
＇ ※  

ヽ
ヽ

’  

ヽ液’

＇ ＇ ー ＇ 

¥｛＼＼茶
x , ｀ 口 、 △ ヽ｀  ｀  ヽ

ヽ、 ｀ ｀  ｀  ，  

、 、

ヽ｀  、 ` `X ハ ＇ 舟 ｀ △ ,ヽ 、
9 9

＇ ，  ＇ ヽt  
巴 ，

X A` - f

 

` - ｀

 

` - 、

囚 沃 △
‘’

t /

、，  

5 9
 

A  X ’  
’  
ヽ

, Q  
t

ーヽ

ヽ
X A

 

9 -

田 ／ ／
X △／

t 9
 

田
ヽ

' , t
 

' ，

I  
i ' ,  

t 9

 

X A ]  

’  
9ヽ  

※  

．． 

5
0
0
0
0
0
 

(!
) △
 

X
 

※
 

4
0
0
0
0
0
 L

 ---

3
0
0
0
0
0

い

2
0
0
0
0
0
 ,_ 

1
0
0
0
0
0
 ,_ 

B
A
T
C
H
 

R
J
E
 

C
P
J
E
 

T
5~

 
5
 51
;, 

5
 5
7
 

, X 、 来 ＇ ー ー ー ， 白 ’ 、 K 3

ー ー 11 1  ー ー 1

’  

｀ ｀ ｀

 ｀  ` ， '  ‘̀, 1 1  ー ー
，  

` ` , ' ` ‘ ‘ ー ヽ ー

1

ー
1 m

り 9 ー9 ー1 1 ,

＇楽 9 、 A ` ｀`ー 1

9 t
 

x " 1 1 1 1 1  
1 1 1 1 9

 
, ' ’ ’ ' , '  

, ＇ ’ ' ,  , ＇ ’ ’ ’ ‘  , ＇ , 、 t

1 1 1 1 ー9 l : x ‘ ー ー 沃 ↑

、 、 、 ヽ，  ヽ

' ,

 ‘ ' ,  

,‘ 

、 ‘ ’ ぷ

’  
桑

、．
、、旦

ヽ

9 9  ヽ

、 、
' , ' ,

 

、 口 ぶ ， 芯

＼ ヽ

｀  、 - ‘

、 、

ヽ t

ヽ ｀
X A  ’  
t i  

※  
ヽ隈

' , -ヽ ヽ

' 、‘ ‘ ’ ー

ヽ

峯
ヽ

冒
, f  X 滋
ー 、

- t  

- 、
X 這

4  
5  

b  
7  

6  
，  

1
0
 

11
 

1
2
 

2  
3  

4  
5  

b  
7  

6  
9 .  

1
0
 

11
 

ー
2
 

2  
3  



汁 商 汁 峙 汁 陸 写 器 慈 t v ヽ ー I I ド ー X

(
A
C
O
S
 
S
Y
S
T
E
M
 

昭
和

5
7
年

度
処

理
状

況

1
 0
 0
 0
)
 

|  2 8 ー ！Vol.
 

1
2
 

No.
 

3
 

>
ノゞ

ツ
チ

処
理

タ
イ

ム
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
処

理
A

 
ロ

計
ロ

ー
カ

ル
バ

ッ
チ

リ
モ

ー
ト

バ
ッ

チ
会

話
型

リ
モ

ー
ト

バ
ッ

チ
専

用
回

線
交

換
回

線

件
数

演
算

時
間

件
数

演
算

時
間

件
数

演
算

時
間

件
数

演
算
（
秒
時
）

間
件

数
演
算
（
秒
時
）

間
件

数
演
算
（
秒
時
）

間
（秒
）

（秒
）

（秒
）

4
 

6
,
6
7
1
 

2
4
1
,
8
9
9
 

1
,
6
8
6
 

2
7
,
4
7
7
 

7
,
6
6
7
 

1
4
1
,
4
2
2
 

9
,
1
3
8
 

8
4
,
8
6
2
 

3
,
1
1
6
 

4
9
,
4
4
3
 

2
8
,
2
7
8
 

5
4
5
,
1
0
3
 

5
 

5
,
6
0
6
 

1
6
1
,
7
6
9
 

2
,
0
9
4
 

3
6
,
2
9
3
 

5
,
8
5
0
 

1
2
8
,
9
1
7
 

7
,
3
2
3
 

8
0
,
0
1
1
 

2
,
9
3
6
 

8
7
,
3
8
9
 

2
3
,
8
1
1
 

4
9
4
,
3
7
9
 

6
 

7
,
5
0
6
 

1
5
1
,
1
4
6
 

3
,
6
0
0
 

8
7
,
5
2
1
 

1
2
,
0
9
7
 

3
8
8
,
4
9
2
 

1
3
,
3
8
5
 

2
0
1
,
1
3
6
 

5
,
2
5
2
 

8
3
,
6
7
5
 

4
1
,
8
4
0
 

9
1
1
,
9
7
0
 

7
 

7
,
8
6
5
 

1
2
5
,
9
5
8
 

2
,
9
9
3
 

1
0
7
,
5
2
8
 

1
2
,
8
9
3
 

2
5
3
,
7
2
0
 

1
3
,
5
5
6
 

1
6
4
,
3
8
0
 

5
,
0
9
7
 

6
9
,
5
6
9
 

4
2
,
4
0
4
 

7
2
1
,
1
5
5
 

8
 

6
,
1
8
4
 

9
9
,
3
9
4
 

1
,
9
5
1
 

6
3
,
2
6
6
 

1
0
,
6
5
7
 

2
6
6
,
3
3
5
 

1
0
,
2
1
8
 

1
6
1
,
4
5
7
 

4
,
2
0
8
 

7
7
,
7
0
5
 

3
3
,
2
1
8
 

6
6
8
,
1
5
7
 

，
 8

,
1
2
6
 

1
9
2
,
7
0
8
 

2
,
9
9
5
 

1
5
5
,
1
7
0
 

9
,
9
9
6
 

2
6
2
,
0
8
8
 

1
2
,
9
1
3
 

1
9
5
,
8
5
1
 

5
,
4
5
6
 

9
6
,
4
1
5
 

3
9
,
4
8
6
 

9
0
2
,
2
3
2
 

1
 0
 

1
 1

 

1
 2
 

1
 

2
 

3
 

合
計

4
1
,
9
0
6
 

9
7
2
,
8
7
4
 

1
5
,
3
1
9
 

4
7
7
,
2
5
5
 

5
9
,
1
6
0
 

1
,
4
4
0
,
9
7
4
 

6
6
,
5
3
3
 

8
8
7
,
6
9
7
 

2
6
,
0
6
5
 

4
6
4
,
1
9
6
 

2
0
9
,
0
3
7
 

4
,
2
4
2
,
9
9
6
 

1 9 8 2 ー 1 1

前
年

度
比

9
1
.
0
8
 

1
1
8
.
5
8
 

67
. 
7
5
 

1
1
2
.
7
8
 

1
8
5
.
1
9
 

3
1
6
.
3
7
 

1
3
2
.
0
6
 

2
7
6
.
0
2
 

1
5
4
.
8
1
 

2
6
8
.
3
8
 

1
2
4
.
5
4
 

1
9
3
.
4
2
 



汁 商 汁 掠 汁 陸 ヰ 料 慈 t v ヽ 1 1 1 ド ー X

0
バ

ッ
チ

ジ
ョ

ブ
の

平
均

タ
ー

ン
ア

ラ
ウ

ン
ド

タ
イ

ム
C
S
Y
S
T
E
M
 1
0
0
0
)
 

二
4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

，
 

1
0
 

11
 

12
 

1
 

2
 

3
 

年
平

均

E
 

1
.
6
6
7
 

2
.
2
2
5
 

3
.
8
8
2
 

2
.
6
4
9
 

2
.
9
5
3
 

1
.
7
6
0
 

1
.
3
2
7
 

2.
 
3
5
1
 

A
 

2
.
1
2
4
 

8
.
3
0
4
 

6
.
6
6
9
 

5
.
8
4
0
 

7
.
2
7
4
 

4
.
5
1
8
 

3
.
6
1
2
 

5
.
4
 7

 7
 

B
 

3
.
7
2
0
 

1
0
.
9
6
4
 

9
.
1
3
1
 

7
.
3
1
3
 

1
4
.
1
9
7
 

2
4
.
1
3
6
 

5
.
9
0
6
 

10
. 
7
 6
 6
 

C
 

9
8
.
9
8
0
 

2
8
.
0
2
3
 

5
5
.
3
1
9
 

1
6
.
0
6
9
 

2
6
.
5
5
1
 

5
8
.
5
7
2
 

1
 7
.
4
3
0
 

4
 2.
 9

 9
 2
 

M
 

2
9
.
1
3
8
 

6
.
1
5
5
 

6
.
4
2
3
 

6
.
7
2
6
 

6
.
1
4
6
 

6
.
8
3
6
 

7
.
2
0
2
 

9
.
8
0
3
 

X
 

1
2
.
4
2
3
 

3
3
.
4
0
9
 

3
6
.
7
6
1
 

2
.
6
5
7
 

1
2
.
1
7
8
 

G
 

1
0
.
1
3
6
 

3
.
1
6
7
 

5
.
7
5
0
 

2. 
7
 2
1
 

月
平

均
2
7
.
1
2
6
 

1
1
.
1
7
6
 

1
6
.
8
5
7
 

1
0
.
7
6
6
 

9
.
3
6
1
 

1
3
.
6
8
8
 

5
.
0
6
8
 

|  2 9 ー l

O
利

用
者

数
と

フ
ァ

イ
ル

使
用

状
況

の
推

移

Vol.
 

1
2
 

No.
 

3
 

19
82ー

l
l

月
課

題
申

請
者

数
共

同
研

究
者

数
フ

ァ
イ

ル
利

用
者

数
フ

ァ
イ

ル
契

約
量

フ
ァ

イ
ル

使
用

量
(
M
B
)
 

(
M
B
)
 

4
 

8
6
2
 

1
3
2
 

6
4
7
 

3
,
2
9
2
.
0
7
 

1
,
9
2
7
.
5
8
 

5
 

9
5
0
 

1
7
0
 

6
8
1
 

3
,
4
4
7
.
1
4
 

2
,
0
3
2
.
2
2
 

6
 

9
5
9
 

1
9
5
 

7
2
9
 

3
,
4
6
2
.
8
9
 

2,
 
1
1
 3.
 8

1
 

7
 

9
8
7
 

1
9
5
 

7
6
0
 

3
,
5
9
3
.
3
3
 

2
,
2
2
6
.
1
4
 

8
 

1
,
0
3
4
 

2
1
2
 

7
8
2
 

3
,
7
7
5
.
6
3
 

2
,
4
1
2
.
7
2
 

，
 

1
,
0
4
3
 

2
1
3
 

8
1
0
 

9
,
0
3
7
.
1
5
 

2
,
5
3
0
.
0
4
 

1
0
 

1
,
0
6
6
 

2
3
5
 

8
4
5
 

9
,
7
6
6
.
4
2
 

2
,
6
6
2
.
3
7
 

11
 

12
 1
 

2
 

3
 

註
課

題
申

請
者

数
、

共
同

研
究

者
数

は
累

計
を

示
す

。



K 翠 汁 柿 汁 睦 ヰ 担 蒜 t v ヽ ー I I ド ー X

昭
和

5
7
年

度
処

理
状

況

件
数

の
分

布
演

算
時

間
の

分
布

ロ
ー

カ
ル

リ
モ
ー
ト

専
用

換
件

数
C
R
J
E
 

4  5  6  
|  3 0  -

7  8  ，  
平

均

23
.5
 

23
.5
 

17
.9
 

18
.5
 

18
.6
 

5.
8 

27
.1
 

2
4
.
5
 

2
8
.
9
 

3
2
.
3
 

30
.7
 

31
.9
 

11
.0
 

12
.3
 

12
.5
 

3
0
.
4
 

3
1
.
9
 

12
.0
 

3
2
.
0
 

3
0
.
7
 

12
.6
 

2
0
.
5
 

2
5
.
3
 

3
2
.
7
 

13
.8
 

2
8
,
2
7
6
 

2
3
,
8
1
1
 

4
1
,
8
4
0
 

4
2
,
4
0
4
 

3
3
,
2
1
8
 

3
9
.
4
8
6
 

4  5  6  7  8  ，  
20
.4
 

2
8
.
0
 

3
1
.
7
 

12
.4
 

平
均

ロ
ー

カ
ル

リ
モ
ー
ト

16
.5
 

17
.4
 

14
.8
 

2
1
.
3
 

24
.5
 

4
4
.
3
 

4
2
.
5
 

35
.l
 

3
9
.
8
 

2
9
.
0
 

21
.7
 

10
.6
 

33
.1
 

20
.4
 

11
.3
 

演
算

時
間

5
4
5
,
1
0
3
 

4
9
4
,
3
7
9
 

9
1
1
,
9
7
0
 

7
2
1
,
1
5
5
 

6
6
8
,
1
5
7
 

9
0
2
,
2
3
2
 

V o l . 1 2  N o .  3  1 9 恕 ー 1 1


